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第 4 章 資料編 
 

指標一覧 
 

基本計画において定めた、現状からめざす姿にどの程度近づいたかを測る指標で、それぞ

れの施策を推進するための目安となるものです。 

No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

基本目標１ 未来を創り出すこどもたちが夢と希望をもって健やかに育つまち 

施策１－１ こどもの権利が守られ、こどもたちが自分らしく育つ環境づくり 

1 
相談できるとこ
ろを知っている
こどもの割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「相
談できるところを知ってい
ますか。」という設問に対
し、「知っている」と回答
したこどもの数/調査回答
総数×100 

なし 
【参考値】 

小学生 74.0％ 
中学生 78.6％ 

高校生世代 82.9％
（令和５年度） 

(大田区子ども・子育て
支援計画改訂に向けた
アンケート調査「相談

する所を知っているこ
どもの割合」) 

85％ 100％ 

2 

自分らしく過ご
せたり、居心地
がよいと感じる
居場所があるこ
どもの割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「あ
なたには、自分らしく過ご
せたり、居心地がよいと感
じる居場所はあります
か。」という設問に対し、
「ある」と回答したこども
の数/調査回答総数×100 

なし 
現状値把握 
次第設定 

現状値把握 
次第設定 

3 
居場所を複数箇
所選択したこど
もの割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、指標
②で「ある」と回答したこ
どものうち、「あなたが、
自分らしく過ごせたり、居
心地がよいと感じる居場所
は次のうちどこですか。」
という設問に対し、複数回
答したこどもの数/調査回
答総数×100 

なし 
現状値把握 
次第設定 

現状値把握 
次第設定 

4 
将来の夢や目標
をもっているこ
どもの割合 

全国学力・学習状況調査
（小学校第６学年・中学校
第３学年）で、「将来の夢や
目標を持っていますか。」と
いう設問に対し、「持ってい
る」と回答したこどもの数/
調査回答総数×100 

小６ 80.7％ 
中３ 66.1％ 

（令和６年度） 

全国平均 
以上 

全国平均 
+1ポイント 

以上 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

施策１－２ こども・子育て家庭を地域や社会全体で支える環境づくり 

5 

子育てに関して
孤独や孤立を感
じている区民の
割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「あ
なたは子育てに関して孤独
や孤立を感じています
か。」という設問に対し、
「強く感じる」「やや感じ
る」と回答した区民の数/
調査回答総数×100 

なし 
【参考値】 

23.9％ 
（令和５年度） 
(大田区子ども・子育て支

援計画改訂に向けたアン

ケート調査「子育てに関

して孤独や孤立感を感じ

ている区民の割合」) 

※就学前児童の保護者対象 

22％ 20％ 

6 

妊娠・出産・子
育てについて相
談できる人がい
る、又は、相談
先を知っている
区民の割合 

乳幼児健康診査時（４か月
児健康診査）のアンケート
で、「妊娠・出産・子育て
について相談できる人はい
ますか、又は、相談先を知
っていますか。」という設
問に対し、「はい」と回答
した区民の数／調査回答総
数×100 

なし 
【参考値】 

78.4％ 
（令和４度） 

（すこやか親子21アンケ

ート（４か月児健康診査

時）「育てにくさを感じた

時に相談先を知っている

など何らかの解決方法を

知っている区民の割合」） 

85％ 95％ 

7 

子育てに悩んだ
り困ったりした
時に相談できる
人、又は、相談
できる場所があ
る区民の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「あ
なたは子育てに悩んだり困
ったりした時に相談できる
人、又は、相談できる場所
はありますか。」という設
問に対し、「ある」と回答
した区民の数/調査回答総
数×100 

なし 
現状値把握 
次第設定 

現状値把握 
次第設定 

8 

地域に見守られ
てこどもが成長
していると感じ
る保護者の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「地
域に見守られてこどもが成
長していると感じます
か。」という設問に対し、
「強く感じる」「やや感じ
る」と回答した保護者の数
/調査回答総数×100 

なし 
現状値把握 
次第設定 

現状値把握 
次第設定 

9 

住んでいる地域
がこども・子育
て家庭をあたた
かく見守ってい
ると感じる区民
の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「お
住まいの地域はこども・子
育て家庭をあたたかく見守
っていると感じますか。」
という設問に対し、「強く
感じる」「やや感じる」と
回答した区民の数/調査回
答総数×100 

51.1％ 
（令和６年度） 

54％ 56％ 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

施策１－３ 豊かな人間性と確かな学力を身に付け、グローバル社会を創造的に生きるこどもの育成 

10 

５年生まで 
（１、２年生の
とき）に受けた
授業では、課題
の解決に向け
て、自分で考
え、自分から取
り組んだ児童・
生徒の割合 

全国学力・学習状況調査
（小学校第６学年・中学校
第３学年）で、「５年生ま
で（１、２年生のとき）に
受けた授業では、課題の解
決に向けて、自分で考え、
自分から取り組んでいまし
たか。」という設問に対
し、「当てはまる」「どちら
かといえば、当てはまる」
と回答した児童・生徒の数
/調査回答総数×100 

小６ 79.3％ 
中３ 81.4％ 

（令和６年度） 

全国平均 
以上 

全国平均 
＋1.5 

ポイント 
以上 

11 

地域や社会をよ
くするために何
かしてみたいと
思う児童・生徒
の割合 

全国学力・学習状況調査
（小学校第６学年・中学校
第３学年）で、「地域や社
会をよくするために何かし
てみたいと思いますか。」
という設問に対し、「当て
はまる」「どちらかといえ
ば、当てはまる」と回答し
た児童・生徒の数/調査回
答総数×100 

小６ 78.1％ 
中３ 73.9％ 

（令和６年度） 

全国平均 
以上 

全国平均 
＋２ 

ポイント 
以上 

12 

自分とはちがう
文化や考えを持
つ外国の人など
と積極的に英語
でコミュニケー
ションをとって
話しあいたいと
思う児童・生徒
の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「自
分とはちがう文化や考えを
もつ外国の人などと積極的
に英語でコミュニケーショ
ンをとって話しあいたいと
思いますか。」という設問
に対し、「そう思う」「どち
らかといえば、そう思う」
と回答した児童・生徒の数
/調査回答総数×100 

なし 
現状値把握 
次第設定 

現状値把握 
次第設定 

13 

学級の児童（生
徒）との間で話
しあう活動を通
じて、自分の考
えを深めたり、
新たな考え方に
気付いたりする
ことができてい
る児童・生徒の
割合 

全国学力・学習状況調査
（小学校第６学年・中学校
第３学年）で、「学級の児
童（生徒）との間で話し合
う活動を通じて、自分の考
えを深めたり、新たな考え
方に気付いたりすることが
できていますか。」という
設問に対し、「当てはま
る」「どちらかといえば、
当てはまる」と回答した児
童・生徒の数/調査回答総
数×100 

小６ 83.0％ 
中３ 84.6％ 

（令和６年度） 

全国平均
以上 

全国平均 
＋１ 

ポイント 
以上 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

14 

自分には、よい
ところがあると
思う児童・生徒
の割合 

全国学力・学習状況調査
（小学校第６学年・中学校
第３学年）で、「自分に
は、よいところがあると思
いますか。」という設問に
対し、「当てはまる」「どち
らかといえば、当てはま
る」と回答した児童・生徒
の数/調査回答総数×100 

小６ 83.4％ 
中３ 83.8％ 

（令和６年度） 

全国平均
以上 

全国平均 
＋２ 

ポイント 
以上 

15 

全国学力・学習
状況調査におけ
る国語の平均正
答率 

全国学力・学習状況調査
（小学校第６学年・中学校
第３学年）における、教科
に関する調査の結果（国語
の平均正答率） 

小６ 71％ 
中３ 59％ 

（令和６年度） 

東京都 
平均以上 

東京都平均 
＋１ 

ポイント 
以上 

16 

全国学力・学習
状況調査におけ
る算数・数学の
平均正答率 

全国学力・学習状況調査
（小学校第６学年・中学校
第３学年）における、教科
に関する調査の結果（算
数・数学の平均正答率） 

小６ 68％ 
中３ 54％ 

（令和６年度） 

東京都 
平均以上 

東京都平均 
＋１ 

ポイント 
以上 

施策１－４ 一人ひとりが自分らしく学べ、個性と能力を伸ばす教育環境の整備 

17 

障がいのある人
もない人も誰も
が平等に学べる
ようになってい
ると思う児童・
生徒の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「障
がいのある人もない人も誰
もが平等に学べるようにな
っていると思いますか。」
という設問に対し、「そう
思う」「どちらかといえ
ば、そう思う」と回答した
児童・生徒の数/調査回答
総数×100 

なし 
現状値把握 
次第設定 

現状値把握 
次第設定 

18 

困りごとや不安
がある時に、先
生や学校にいる
大人にいつでも
相談できる児童
・生徒の割合 

全国学力・学習状況調査
（小学校第６学年・中学校
第３学年）で、「困りごと
や不安がある時に、先生や
学校にいる大人にいつでも
相談できますか。」という
設問に対し、「当てはま
る」「どちらかといえば、
当てはまる」と回答した児
童・生徒の数/調査回答総
数×100 

小６ 64.4％ 
中３ 66.4％ 

（令和６年度） 

全国平均
以上 

全国平均
+2.5 

ポイント
以上 

19 

築年数が 80 年を
超えない学校が
整備されている 

割合（躯体
く た い

の健 
全性調査結果を
踏まえ、80 年を
超えて使用する
学校を除く） 

築年数が80 年を超えない
区立小中学校数（躯体の健
全性調査結果を踏まえ、80
年を超えて使用する学校を
除く）/全区立小中学校数
（躯体の健全性調査結果を
踏まえ、80 年を超えて使
用する学校を除く）×100 

100％ 
（令和５年度） 

100％ 100％ 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

基本目標２ 文化を伝え育み誰もが笑顔でいきいき暮らすまち 

施策２－１ 高齢者一人ひとりが充実した暮らしを送るための環境の整備 

20 
地域とのつなが
りを実感してい
る高齢者の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「あ
なたの日々の暮らしの中
で、地域とのつながり（住
民同士の助け合い・支え合
い等）を実際に感じること
がありますか。」という設
問に対し、「感じる」「どち
らかといえば感じる」と回
答した60 歳以上の区民の
数/60 歳以上の調査回答総
数×100 

46.7％ 
（令和６年度） 

50％ 55％ 

21 

要介護・要支援
認定を受けてい
ない高齢者 
（75 歳以上 85
歳未満）の割合 

厚生労働省「介護保険事業
状況報告」で、介護保険第
１号被保険者（75歳以上
85 歳未満に限る）のうち、
要介護・要支援認定を受け
ていない人の数/介護保険第
１号被保険者（75歳以上
85 歳未満に限る）の数×
100 

82.6％ 
（令和５年度） 

82.8％ 83.0％ 

22 社会参加の状況 

大田区高齢者等実態調査
で、「以下のような会・グ
ループ等にどのくらいの頻
度で参加していますか。」
という設問に対し、「スポ
ーツ関係のグループやクラ
ブ」「趣味関係のグルー
プ」「収入のある仕事」
で、「週４回以上」「週２～
３回」「週１回」「月１～３
回」「年に数回」と回答し
た高齢者の数/調査回答総
数×100 

スポーツ関係 
22.7％ 

趣味関係 
27.0％ 

収入のある仕事 
32.3％ 

（令和４年度） 

スポーツ
関係 
24％ 

趣味関係 
28％ 

収入のある 
仕事 35％ 

スポーツ
関係 
25％ 

趣味関係 
30％ 

収入のある 
仕事 40％ 
（令和13年度） 

23 
地域密着型サー
ビスの整備状況 

地域密着型サービス（認知
症高齢者グループホーム、
定期巡回・随時対応型訪問
介護看護、（看護）小規模
多機能型居宅介護）の拠点
数と定員数 

認知症高齢者 
グループホーム 
43 拠点・844 人 
定期巡回・随時 

対応型訪問介護看護 
５拠点 

（看護）小規模 
多機能型居宅介護 

８拠点 
（令和５年度） 

認知症高齢者 
グループホーム 
45拠点・880人 

定期巡回・ 
随時対応型 

訪問介護看護 
８拠点 

（看護）小規模 
多機能型居宅
介護 10 拠点 

― 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

24 

介護サービス従
事者の離職率の
縮小（定着率の
向上） 

介護サービス従事者の離職
者数/起算日に在籍してい
た職員数×100 

16.3％ 
（令和４年度） 

全国値を 
下回る 

全国値を 
下回る 

施策２－２ 本人の意思に寄り添う権利擁護の推進 

25 
成年後見制度の
理解度 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「『成
年後見制度』を知っていま
すか。」という設問に対
し、「内容まで知ってい
る」と回答した区民の数/
調査回答総数×100 

32.8％ 
（令和６年度） 

40％ 45％ 

26 
成年後見制度の
利用者数 

東京家庭裁判所の区市町村
別成年後見制度の利用者数 

1,293 件 
（令和５年度） 

1,350 件 1,400 件 

27 
大田区ＤＶ相談
ダイヤルの認知
度 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「区
では、『大田区ＤＶ相談ダ
イヤル』を設置し、配偶者
やパートナーからの暴力
（ドメスティック・バイオ
レンス＝ＤＶ）に関する相
談を受け付けていることを
知っていますか。」という
設問に対し、「知ってい
る」と回答した区民の数/
調査回答総数×100 

30.0％ 
（令和６年度） 

34％ 38％ 

施策２－３ 障がいの有無等にかかわらず、安心して暮らせる支援の充実 

28 
障害福祉サービ
ス等利用者の満
足度 

大田区障がい者実態調査
で、現在利用している障害
福祉サービスの満足度につ
いて、「満足している」「ほ
ぼ満足している」と回答し
た人の数/調査回答総数×
100 

75％ 
（令和４年度） 

85％ 
90％ 

（令和13年度） 

29 
障害者差別解消
法の理解度 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「『障
害者差別解消法』を知って
いますか。」という設問に
対し、「内容まで知ってい
て、合理的配慮を行った経
験がある」「内容まで知っ
ているが、合理的配慮を行
った経験はない」と回答し
た区民の数/調査回答総数
×100 

20.3％ 
（令和６年度） 

28％ 36％ 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

施策２－４ 人や地域とのつながりでお互いに支えあう体制づくり 

30 
自治会・町会へ
の加入世帯数 

自治会・町会への加入世帯数 
244,470 世帯 

（令和５年度） 
244,000

世帯 
244,000

世帯 

31 

自治会・町会が
連携・協働した
地域の企業、団
体、NPO 等の
団体数 

地域力推進活動負担金の実
績報告により、地域の企
業、団体、NPO 等と連
携・協働した件数 

1,951 団体 
（令和５年度） 

2,125 団体 2,300 団体 

32 

現在住んでいる
まちで何らかの
地域活動に参加
したいと思う区
民の割合 

大田区政に関する世論調査
で、「あなたは、現在住ん
でいるまちで何らかの地域
活動に参加したいと思いま
すか。」という設問に対
し、「現在参加している」
「ぜひ参加したい」「きっ
かけや条件が整えば参加し
てみたい」と回答した区民
の数/調査回答総数×100 

47.9％ 
（令和５年度） 

50％ 55％ 

33 
ユニバーサルデ
ザインの理解度 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「『ユ
ニバーサルデザイン』とい
う言葉を知っています
か。」という設問に対し、
「定義までよく理解してい
る」「定義はなんとなく理
解している」と回答した区
民の数/調査回答総数×
100 

67.6％ 
（令和６年度） 

70％ 85％ 

34 

普段の生活につ
いて、孤立感や
孤独感がないと
感じる区民の割
合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「普
段の生活について、『孤立
感や孤独感がない』はどの
程度あてはまりますか。」
という設問に対し、「あて
はまる」「どちらかといえ
ばあてはまる」と回答した
区民の数/調査回答総数×
100 

66.6％ 
（令和６年度） 

70％ 72％ 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

施策２－５ 人々の相互理解と交流の促進 

35 

日本人と外国人
が互いに認めあ
い、暮らしてい
ると思う日本人
・外国人区民の
割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査又は大田
区多文化共生実態調査で、
「あなたは、大田区では日
本人と外国人が互いに認め
合い、ともに地域社会の構
成員として暮らしていると
思いますか。」という設問
に対し、「とても思う」「ど
ちらかといえばそう思う」
と回答した日本人・外国人
区民の数/調査回答総数×
100 

日本人 57.5％ 
（令和６年度） 
外国人 79.8％ 

（令和４年度） 

日本人
60.5％ 
外国人
84.8％ 

日本人
63.5％ 
外国人
88.8％ 

36 

現在住んでいる
まちが暮らしや
すいと感じてい
る外国人区民の
割合 

大田区多文化共生実態調査
で、「現在住んでいるまち
は暮らしやすいですか。」
という設問に対し、「とて
も暮らしやすい」「暮らし
やすい」と回答した外国人
区民の数/調査回答総数×
100 

85.0％ 
（令和４年度） 

88.5％ 91.3％ 

37 

家庭生活におけ
る男女の地位が
平等であると思
う区民の割合 

大田区政に関する世論調査
で、「家庭生活において、
男女の地位は平等になって
いると思いますか。」とい
う設問に対し、「平等にな
っている」と回答した区民
の数/調査回答総数×100 

46.1％ 
（令和５年度） 

50％ 55％ 

38 

今の日本は、人
権が尊重されて
いる社会だと思
う区民の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「あ
なたは、今の日本は、人権
が尊重されている社会だと
思いますか。」という設問
に対し、「そう思う」「どち
らかといえばそう思う」と
回答した区民の数/調査回
答総数×100 

66.5％ 
（令和６年度） 

68.5％ 70.5％ 

施策２－６ 地域全体での健康づくりの推進と地域医療の充実 

39 
65 歳健康寿命
（要介護２） 

65 歳の人が何らかの障が
いのために日常生活動作が
制限されるまでの年齢を平
均的に表したもの。本指標
では、障がいを要介護２以
上とする。 

男性 82.35 歳 
女性 85.75 歳 
（令和４年） 

延伸 
（※65 歳平均

余命の延伸分を 

上回る） 

延伸 
（※65 歳平均

余命の延伸分を 

上回る） 



232 

 

No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

40 
特定健診受診率
（国民健康保険
被保険者） 

40 歳から74 歳の大田区国
民健康保険加入者のうち、
特定健康診査を受診した人
の数/40 歳から74 歳の大
田区国民健康保険加入者数
×100 

38.8％ 
（令和５年度） 

39.8％ 
40.0％ 

（令和11年度） 

41 主観的健康感 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「現
在のあなたの健康状態はい
かがですか。」という設問
に対し、「とてもよい」「よ
い」と回答した区民の数/
調査回答総数×100 

64.5％ 
（令和６年度） 

増やす 増やす 

42 

かかりつけ医、
歯科医、薬局い
ずれもある区民
の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「か
かりつけ医、かかりつけ歯
科医、かかりつけ薬局はあ
りますか。」という設問に
対し、「かかりつけ医、歯
科医、薬局いずれもある」
と回答した区民の数/調査
回答総数×100 

29.5％ 
（令和６年度） 

31％ 32.5％ 

施策２－７ スポーツの楽しさが広がる環境の整備 

43 
区民スポーツ実
施率 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「スポ
ーツや運動を実施した頻度
は週どのくらいですか。」と
いう設問に対し、「週３日以
上（年151 日以上）」「週２
日（年101～150 日）」「週
１日（年51～100 日）」と
回答した区民の数/調査回答
総数×100 

66.5％ 
（令和６年度） 

70％ 72％ 

44 
区のスポーツ環
境に対する満足
度 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「あ
なたは区のスポーツ環境に
満足していますか。」とい
う設問に対し、「満足して
いる」「やや満足してい
る」と回答した区民の数/
調査回答総数×100 

22.5％ 
（令和６年度） 

26％ 30％ 

施策２－８ 心ときめく豊かな地域をつくる 文化資源の創造と継承 

45 
区の文化芸術環
境に対する満足
度 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「あ
なたは、区の文化芸術に親
しむ環境に満足しています
か。」という設問に対し、
「満足している」「やや満
足している」と回答した区
民の数/調査回答総数×
100 

19.2％ 
（令和６年度） 

25％ 40％ 



233 

 

No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

46 

区の文化や歴史
に触れる機会が
あった区民の割
合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「あ
なたは、これまでに区の文
化や歴史に触れる機会があ
りましたか。」という設問
に対し、「あった」と回答
した区民の数/調査回答総
数×100 

38.0％ 
（令和６年度） 

40％ 50％ 

施策２－９ 生涯にわたる学びの支援 

47 
最近１年間に生
涯学習を行った
区民の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「あな
たは、最近１年間に生涯学
習を行ったことがあります
か。」という設問に対し、
「ある」と回答した区民の
数/調査回答総数×100 

40.5％ 
（令和６年度） 

45％ 50％ 

48 
年１回以上図書
館を利用する区
民の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「１
年間で大田区立図書館又は
文化の森情報館（電子書籍
貸出サービスを含む）をど
のくらい利用しますか。」
という設問に対し、「週１
回以上」「月２回程度」「月
１回程度」「２～３か月に
１回程度」「ほとんど利用
しない（年１～２回程
度）」と回答した区民の数/
調査回答総数×100 

48.6％ 
（令和６年度） 

55％ 60％ 

基本目標３ 豊かな環境と産業の活力で持続的に発展するまち 

施策３－１ 脱炭素化の推進と豊かな自然の継承 

49 
大田区における
温室効果ガス 
排出量の削減率 

オール東京62 市区町村共
同事業「みどり東京・温暖
化防止プロジェクト」の算
定結果。基準年度である平
成25 年と比較して算出。 

▲13.9％ 
（令和３年度） 

▲44％ ▲55％ 

50 
大田区役所の 
温室効果ガス 
排出量の削減率 

大田区役所エコオフィス推
進プラン実績調査の算定結
果。基準年度である平成
25 年と比較して算出。 

▲31.5％ 
(令和５年度) 

▲45％ ▲56％ 

51 
「生き物の豊か
さ」の満足度 

大田区環境基本計画の策定
に係る区民アンケート調査
で、「あなたは、大田区の
環境をどのように感じてい
ますか？（項目：生き物の
豊かさ）」という設問に対
し、「満足」「やや満足」と
回答した区民の数/調査回
答総数×100 

27.2％ 
(令和５年度) 

ー 
40％  

(令和12 年度) 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

52 みどり率 

大田区みどりの実態調査
で、航空写真におけるみど
りに覆われた面積＋水面が
占める面積＋公園内の緑で
覆われていない面積/区面
積×100 

25.3％ 

(平成 30 年度) 
27％ 

28％ 

（令和12年度） 

施策３－２ 持続可能な循環型社会の構築 

53 
区民１人１日 
当たりのごみと
資源の総量 

大田区一般廃棄物組成分析
調査による算定結果 

585g 
（令和５年度） 

560g 524g 

施策３－３ 区内企業の自己変革の促進 

54 
区内全産業の 
付加価値額 

総務省・経済産業省「経済
センサス－活動調査」の算
定結果。企業の生産活動に
よって新たに生み出された
価値のことで、売上高（総
生産額）から原材料費・燃
料費・減価償却費などの中
間投入額を差し引くことに
よって算出。 

1 兆 9,208 億円 
（令和３年度） 

1 兆 9,881 
億円 

(令和８年度) 

2 兆 576 
億円 

(令和13 年度) 

55 
付加価値額が 
増加した区内 
企業の割合 

大田区の景況の調査で、
「前年に比べて付加価値額
が増加した」と回答した区
内企業の数/調査回答総数
×100 

42.4％ 
（令和６年度） 

45％ 50％ 

56 
デジタル化の 
取組意向のある
区内企業の割合 

大田区の景況の調査で、
「ＩＴを活用した業務効率
化・生産性向上の取組状
況」に、「取り組んでい
る」「まだ取り組んでいな
いが、取り組む予定があ
る」「取り組みたいが、検
討段階である」と回答した
区内企業の数/調査回答総
数×100 

57.8％ 
（令和５年度） 

65％ 70％ 

施策３－４ ものづくりの次世代への承継と立地支援 

57 
新規採用人数が
充足している 
区内企業の割合 

大田区の景況の調査で、製
造業の企業が希望する求人
数に対して、新規採用人数
が「充足している」と回答
した区内企業の数/調査回
答総数×100 

28.8％ 
（令和６年度） 

30％ 30％ 

58 

事業承継の意向
のうち、事業承
継について考え
ていない区内企
業の割合 

大田区ものづくり産業等実
態調査において、「事業承
継の意向」のうち「事業承
継について考えていない」
と回答した区内企業の数/
調査回答総数×100 

34.2％ 
（令和元年度） 

30％ 25％ 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

59 
区内製造業の 
粗付加価値額 

総務省・経済産業省「経済
センサス－活動調査」の算
定結果。売上高（総生産
額）から減価償却費を差し
引かないで算出した付加価
値額のこと。 

1,850 億円 
（令和３年度） 

1,850 億円 
(令和８年度) 

1,850 億円 
（令和13年度） 

60 

大田区のイメー
ジについて、も
のづくりのまち
を選んだ割合 

大田区シティプロモーショ
ン調査で、「あなたは大田
区に対してどのようなイメ
ージや印象をお持ちです
か。」という設問に対し、
「ものづくりのまち」と回
答した区民及び区民以外の
数/調査回答総数×100 

なし 
現状値把握 
次第設定 

現状値把握 
次第設定 

施策３－５ 新たな挑戦への支援と企業同士の交流・連携機会の創出 

61 区内の新設法人数 
大田区新設法人件数調査の
結果によって把握 

1,051 社 
（令和５年度） 

1,114 社 1,167 社 

62 

羽田イノベーシ
ョンシティ及び
「HANEDA×
PiO」を活用した
交流・連携によ
る区内企業との
オープンイノベ
ーション創出数 

産業振興協会へのヒアリン
グ及び羽田イノベーション
シティモニタリング報告書
の結果によって把握 

２件 
（令和５年度） 

２件 ３件 

63 

羽田イノベーシ
ョンシティを 
起点とした新技
術の区内実装数 

産業振興協会へのヒアリン
グ及び羽田イノベーション
シティモニタリング報告書
の結果によって把握 

１件 
（令和５年度） 

２件 ３件 

施策３－６ 活気あふれる商店街づくりと魅力ある観光資源の創出・発信 

64 

買い物や食事、
イベント等で商
店街を利用して
いる区民の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「買
い物や食事、イベント等で
商店街を訪れることがあり
ますか。」という設問に対
し、「ある」と回答した区
民の数/調査回答総数×100 

89.8％ 
（令和６年度） 

90％ 90％ 

65 
区内における 
年間観光消費額
の推計値 

観光庁の「観光入込客統計
調査に関する共通基準及び
調査要領」に基づき算出 

1,325 億円 
（平成 29 年度） 

1,650 億円 1,720 億円 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

基本目標４ 安全・安心で活気とやすらぎのある快適なまち 

施策４－１ 災害に強く回復しやすい減災都市の実現 

66 
住宅の耐震化率
（旧耐震基準） 

平成30 年住宅・土地統計
調査等に基づき算出した平
成30 年９月末時点の耐震
化率をベースに、新築戸数
の加算及び解体戸数の減算
等により算出 

92.9％ 
（令和５年度 

推計値） 

約 98％ 
（令和７年度） 

※おおむね
解消 

ー 

67 
住宅の耐震化率
（新耐震基準） 

平成30 年住宅・土地統計
調査等に基づき、新築戸数
の加算及び解体戸数の減算
等により算出 
※大田区耐震改修促進計画を令和７

年度末に改定予定 

85.9％ 
（令和 5 年度 

推計値） 
― 

個別計画の 
改定時設定 

68 

東京都防災都市
づくり推進計画
の重点整備地域
における不燃領
域率（東京都推
計値） 

東京都の算定結果（空地率
＋（１-空地率/100）×不
燃化率（％）） 

大森中地区 64.3％ 
羽田二・三・ 

六丁目地区 49.4％ 
補助29 号線沿道 
地区（大田区） 

52.5％ 
 (令和４年度） 

ー 

大森中地区 
70％超 

羽田二・三
・六丁目地
区 60％超  
補助29 号
線沿道地区
（大田区） 

70％超 
 (令和12年度） 

69 
耐震性能を把握
した橋梁数 

耐震性能照査が完了した 
橋梁数 

39 橋/156 橋 
（令和５年度） 

59 橋 75 橋 

70 
耐震・強靱化を
進めた橋梁数 
（落橋対策） 

耐震補強工事が完了した 
橋梁数 

30 橋/156 橋 
（令和５年度）  

35 橋 39 橋 

71 
無電柱化整備 
延長 

区が管理する区道の総延長
に対する無電柱化整備延長 

13.47 ㎞ 
（令和２年度） 

17.53 ㎞ 
20.79 ㎞ 

(令和12年度） 

72 
高台の充足数 
（特別出張所単
位） 

特別出張所ごとに、「避難
対象者数」と「高台※の受
入人数」の需給分析により
算出（大田区高台まちづく
り基本方針の短期目標） 
※水害時緊急避難場所と緊急安全確

保先 

10/18 
特別出張所 

14 
特別出張所 

18 
特別出張所 

施策４－２ 地域力を活かした防災対策の推進 

73 

総合防災訓練と
地域の自主防災
訓練との訓練成
果の共有率 

「総合防災訓練」と地域
（区内各地区）の「自主防
災訓練」を連携させ実施し
た数と、その成果を共有す
ることができた地区の数の
合計（累計）/18 地区×
100 

0％ 
（令和５年度） 

100％ 100％ 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

74 

災害から身を守
るために取組を
している区民の
割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「災
害から身を守るためにどの
ような取り組みをしていま
すか」という設問に対し、
「特に何もしていない」と
回答した区民の数/調査回
答総数×100 を、100 から
引いた割合 

85.6％ 
（令和６年度） 

100％ 100％ 

75 

災害ケースマネ
ジメントを担う
関係機関との協
議数 

毎年１回以上、実装に向け
て協議した、「災害ケース
マネジメント」の実施に当
たって連携が想定される関
係機関・民間団体数 

２団体 
（令和５年度） 

７団体 11 団体 

施策４－３ 治安がよい美しいまちの実現 

76 
治安のよさの 
満足度 
（体感治安） 

大田区政に関する世論調査
で、「治安のよさ」という
設問に対し、「満足してい
る」「ほぼ満足している」
と回答した区民の数/調査
回答総数×100 

60.4％ 
（令和５年度） 

65％ 70％ 

77 
区内特殊詐欺 
被害件数 

警視庁資料を基に算出した
区内特殊詐欺被害の件数 

151 件 
（令和５年） 

112 件 72 件 

78 
消費者相談の 
解決率 

相談が解決した件数/相談
件数（処理不要・処理中除
く）×100 

98.6％ 
（令和５年度） 

99％ 99％ 

79 

蒲田駅東西口の
喫煙禁止重点対
策地区における
路上喫煙者数 

蒲田駅東西口の喫煙禁止重
点対策地区内で、週１日平
日に、18 時から20 時まで
の間、30 分間調査した人
数の平均値 

16 人 
（令和５年度） 

11 人 ７人 

施策４－４ 地域の魅力を活かした拠点づくり 

80 

住んでいるまち
が魅力的である
と感じる区民の
割合 

大田区政に関する世論調査
で、「住んでいるまちが魅
力的であると感じています
か。」という設問に対し、
「感じている」「やや感じ
ている」と回答した区民の
数/調査回答総数×100 

68.5％ 
（令和５年度） 

70％ 72％ 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

81 
駅周辺の整備が
進んでいると感
じる区民の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「区
は、『大田区鉄道沿線まち
づくり構想』において示し
た、沿線のまちの将来像や
その実現に向けた道筋に基
づき、官民が協働し、地域
特性や限られた空間を最大
限有効に活用しながら、安
全かつ快適で利便性の高い
個性的な都市空間を創出す
るよう取り組んでいます。
現在、大田区内の駅周辺の
整備が進んでいると感じま
すか。」という設問に対
し、「感じている」「やや感
じている」と回答した区民
の数/調査回答総数×100 

43.6％ 
（令和６年度） 

46％ 48％ 

施策４－５ 誰もが移動しやすく利便性の高い多様な交通ネットワークの形成 

82 

蒲田駅と京急蒲
田駅をつなぐ鉄
道路線の新設を
望む区民の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「早
期に実現してほしい大田区
内の公共交通対策」という
設問に対し、「鉄道路線の
充実（蒲田駅と京急蒲田駅
をつなぐ鉄道路線の新設を
含む）」と回答した区民の
数/調査回答総数×100 

35.9％ 
（令和６年度） 

45％ 50％ 

83 

区内の公共交通
機関が利用しや
すいと感じてい
る区民の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「自
宅の近くにバス停や駅があ
るなど、公共交通機関が利
用しやすい環境ですか。」
という設問に対し、「とて
も利用しやすい」「まあま
あ利用しやすい」と回答し
た区民の数/調査回答総数
×100 

89.2％ 
（令和６年度） 

91％ 92％ 

84 

「大田区バリア
フリー基本構想 
おおた街なか 
“すいすい”プラ
ン」における特
定事業の進捗率 

毎年度末に行う特定事業の
進捗調査で、「事業が完了
した」又は「継続して取り
組んでいる」と回答のあっ
た事業の数/大田区バリア
フリー基本構想にて位置付
ける特定事業の総数×100 
※特定事業とは、バリアフリー法第

２条にて定める、ハード整備又はソ

フト対策によるバリアフリー化に関

する事業のこと。 

75％ 
（令和５年度） 

ー 
100％ 

（令和13年度） 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

施策４－６ 誰もが快適に暮らし過ごせる都市基盤と住環境の整備 

85 

住んでいるまち
の生活環境にお
ける、道路整備
に対する満足度 

大田区政に関する世論調査
で、住んでいるまちの生活
環境における「道路の整
備」という設問に対し、
「満足」「ほぼ満足」と回
答した区民の数/調査回答
総数×100 

63.6％ 
（令和５年度） 

65％ 70％ 

86 

狭あい道路の区
内総延長
261km（両側
522km）に対す
る拡幅整備率 

狭あい道路の区内総延長に
対する、狭あい道路拡幅整
備工事が完了した割合 

21.6％ 
（令和５年度） 

24.6％ 27％ 

87 
橋梁点検におけ
る健全性判定Ⅱ
以上の割合 

区が管理する橋梁（公園管
理橋は除く）に対して5 年
間に１回のサイクルとして
実施した定期点検の診断結
果の割合 
※健全性判定Ⅱ以上とは、予防保全

の観点から対策が不要な状態もしく

は必要に応じて対策の実施が望まれ

る状態であること。 

97％ 
（令和５年度） 

100％ 100％ 

88 

住んでいるまち
の生活環境にお
ける、住宅事情
に対する満足度 

大田区政に関する世論調査
で、住んでいるまちの生活
環境における「あなたご自
身の住宅事情」という設問
に対し、「満足」「ほぼ満
足」と回答した区民の数/
調査回答総数×100 

71.5％ 
（令和５年度） 

76％ 80％ 

89 

区が把握してい
る適切に維持・
管理のできてい
ない空家等の件
数 

陳情等により課題のある空
家等として把握した現存数 

742 件 
（令和５年度） 

707 件 679 件 

90 放置自転車台数 

「駅前放置自転車等の現況
と対策調査」によって把握
した放置自転車台数 
※例年10 月、晴天の平日のうち任

意の１日、おおむね午前11 時ごろ

の駅周辺における放置自転車台数。 

307 台 
（令和６年度） 

毎年減少 ー 
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No. 指標名 指標の説明 現状値 
中間目標値 

(令和10年度) 

目標値 

(令和14年度) 

施策４－７ 世界と日本をつなぐ空港臨海部のまちづくり 

91 
空港臨海部に 
魅力を感じる 
区民の割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「遊
ぶ場所、働く場所として空
港臨海部に魅力を感じます
か」という設問に対し、
「感じる」「やや感じる」
と回答した区民の数/調査
回答総数×100 

46.0％ 
（令和６年度） 

50％ 55％ 

92 

HANEDA
ハ ネ ダ

 

GLOBAL
グ ロ ー バ ル

 

WINGS
ウ イ ン グ ズ

への 

来街者数 
（１日当たり） 

携帯電話端末のＧＰＳ位置
情報データを用いて算出し
た、１日当たりの
HANEDA GLOBAL 
WINGS への来街者数 

8,885 人 
（令和５年度） 

10,800 人 11,200 人 

施策４－８ 多彩で魅力ある公園・緑地づくり 

93 
地域の拠点とな
る公園の満足度 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「野
球場、キャンプ場、アスレ
チック等がある大きな公園
について、どの程度満足し
ていますか。」という設問
に対し、「満足している」
「やや満足している」と回
答した区民の数/調査回答
総数×100 

40.0％ 
(令和６年度) 

50％ 60％ 

94 
身近な公園の 
満足度 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「住
宅街によくある小さな公園
について、どの程度満足し
ていますか。」という設問
に対し、「満足している」
「やや満足している」と回
答した区民の数/調査回答
総数×100 

50.0％ 
（令和６年度） 

60％ 70％ 

施策４－９ 水とみどりのネットワークでやすらげる環境づくり 

95 

身近な場所で水
や緑に親しめる
と感じる区民の
割合 

区の施策検証等に向けた大
田区区民意識調査で、「身
近な場所で水や緑に親しめ
ると感じていますか。」と
いう設問に対し、「感じて
いる」「やや感じている」
と回答した区民の数/調査
回答総数×100 

58.8％ 
（令和６年度） 

60％ 65％ 

96 緑被率 

大田区みどりの実態調査
で、航空写真におけるみど
りに覆われた面積/区面積
×100 

18.32％ 
（平成 30 年度） 

21％ 
21.5％ 

（令和12年度） 


